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○経済指標の振り返り 

発表日 指標、イベントなど 結果 ｺﾝｾﾝｻｽ 前回 

1/21（月） （タイ）12 月輸出（前年同期比） ＋19.0%  ＋24.4% 

1/22（火） （台湾）12 月失業率 3.95%  3.93% 

1/23（水） （香港）政策金利（基本利率） 

（シンガポール）12 月来訪者数（含、商用） 

（シンガポール）12 月消費者物価指数 

（前年同期比、季節調整済）

（台湾）12 月輸出受注（前年同期比） 

5.00% 

94.7 万人 

＋4.4% 

 

＋17.6% 

 

 

 

 

 

5.75% 

83.7 万人 

＋4.2% 

 

＋17.2% 

1/24（木） （香港）12 月輸出（前年同期比） 

    12 月輸入（前年同期比） 

（マレーシア）12 月消費者物価指数 

（前年同月比） 

＋8.2% 

＋10.3% 

＋2.4% 

 

 

 

 

 

＋6.6% 

＋9.3% 

＋2.3% 

 

1/25（金） （韓国）10-12 月期 GDP（前期比、季節調整済）

（フィリピン）11 月輸入（前年同期比） 

（インド）卸売物価指数 

（1月 12 日時点、前年同期比）

＋1.5% 

＋12.7% 

＋3.83% 

＋1.3% 

 

＋3.83% 

＋1.3% 

＋9.9% 

＋3.79% 

（注）ｺﾝｾﾝｻｽは REUTER 調査 

 

～香港～ 

1 月 24 日に香港政府統計処が発表した 12 月の貿易統計は、輸出が対前年同期比＋8.2%と、前月（同＋6.6%）

を上回る伸びを示した。通貨香港ドルの対ドル為替レートが、12 月には対前年同月比で＋0.3%（前月：同▲

0.1%）と減価基調に推移したことが影響したものと考えられる。この背景には、米国サブプライムローン問題

を発端とした米国経済の減速感の高まりから、この影響が米国経済への依存度の高い香港に波及することを懸

念し、昨年 11 月以降は相場が減価傾向にあったことが挙げられる。なお、米ドル換算試算値ベースでは、12

月の輸出は対前年同期比＋7.8%の伸びと、前月（同＋6.7%）を上回っており、輸出の底堅さが示される格好と

なった。主要国別に見ると、米国向けが前年同月比＋1.1%と前月（同▲3.4%）まで続いたマイナスから脱却し

たほか、EU 諸国や韓国向けの伸びが加速したほか、中国向けは伸びが鈍化したものの底堅く推移している。

足元の米国経済の減速感が強まる中、EU やアジア諸国が輸出を牽引した格好となっており、今後もこうした

傾向は続いていくものと見込まれる。 

 

 



図１ 香港 輸出入の推移（米ドル換算ベース、対前年比） 
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    （出所）CEIC 

～韓国～ 

1 月 25 日に韓国銀行（中央銀行）が発表した昨年 10-12 月期（第 4 四半期）の実質 GDP 成長率（季節調整

済）の推定値は、対前期比＋1.5%と前期（同＋1.3%）を上回った。また、対前年同期比（季節調整済）では＋

5.7%と前期（同＋5.1%）から大幅に加速し、2006 年 1-3 月期以来の高い伸びを記録した。景気が加速した要

因としては、企業の設備投資に伸びが見られたほか、個人消費が堅調に推移していることが挙げられる。さら

に、2007 年通年では対前年比＋4.9%と、前年（同＋5.0%）から若干鈍化したものの、依然として内需主導に

よる堅調な成長を続けていることが示された。韓国では、12 月の大統領選挙で李明博氏が当選し、経済成長

を重視した政策運営が期待されており、今後も韓国は底堅い成長を持続するものと見込まれる。 

図２ 韓国 実質 GDP 成長率の推移（対前年比） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出所）CEIC 

～マレーシア～ 

 1 月 24 日にマレーシア国家統計局が発表した昨年 12 月の消費者物価上昇率は、対前年同月比＋2.4%と前月

（同＋2.3%）から若干上昇した。服飾・縫製品部門で価格下落傾向が続いている一方、食料品の価格上昇が全

体を牽引する形となった。アブドラ首相は、予てから財政強化の観点から補助金政策の見直しを宣言しており、

今年 3月に実施予定されている総選挙後に、ガソリン向け補助金が削減される可能性が高い。ガソリン向け補

助金の削減による影響は極めて高いと考えられることから、今後はインフレ圧力が一層強まることとなろう。 

 図３ マレーシア 消費者物価指数の推移（前年比） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出所）CEIC 

-20

-10

-4,000

-3,000

-2,000

-1,000

0

10

20

30

40

2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007

（%）

0

1,000

（百万米ドル）
収支尻（右）

輸出

輸入

5.7

-4

-2

0

2

4

6

8

2003 2004 2005 2006 2007

(%) 個人消費 政府消費 資本形成 在庫投資

純輸出 不突合 GDP

2.4

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007

(%)

CPI

食料品

運輸


	ASIA Indicators

